
各位 

 

以下の通り文化/社会人類学研究セミナーの発表者を募集いたします。 

本年度も日本文化人類学会の次世代育成セミナーとの共催で実施いたします。 

 

 

・・・・・・・・・ 

東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所 文化/社会人類学研究セミナー 

（共催 日本文化人類学会 次世代育成セミナー 東日本会場） 

募集要項 

 東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所は、全国の博士後期課程の大学院生および

PDを対象に、2018年度「文化/社会人類学研究セミナー」の受講生を募集いたします。昨年度に

つづき日本文化人類学会次世代育成セミナーとの共催となります。 

 本セミナーは、若手研究者による博士論文の完成や学術誌への投稿を支援するため、第一線

で活躍する研究者との議論の場を提供する試みです。受講生は、論文の草稿を事前に提出し、

セミナー当日にその概要を口頭で発表します。これに対して、各 1人のコメンテーターから助言や

批評があります。また、研究内容に関心を持つ来場者との質疑応答を通じて、幅広い意見を得る

ことが期待できます。 

 

 

 

[コメンテーター] 

発表者 1人に対してコメンテーター1人がつきます。発表希望者は自分のコメンテーターの人選に

ついて要望を申し出ることができます。 

 

[開催時期] 

2018年 11月 11日（日） 

 

[開催場所] 

東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所 

 

[応募資格] 

・日本文化人類学会の会員（日本文化人類学会の非会員で発表希望者には入会の推薦をいたし

ます） 

・文化/社会人類学研究を進めている大学院博士後期課程の大学院生、PDまたはこれに相当す



る研究歴を持つ者で、学術論文、特に博士論文の執筆計画を持つ者。 

・未投稿・未発表の論文草稿（20,000字～30,000字程度）を期日までに提出できる方 

 

以上の三要件を満たす方。 

 

[受 講 料] 

無料。なお、首都圏以外からの参加者には本学規定の範囲内で旅費の支給を検討します。なお、

予算には上限があるため、応募者多数の場合には全員の方に全額の支給ができない場合もござ

います。ご了承ください。 

 

[応募方法] 

応募は次の二段階によって行われます。 

1.応募登録（エントリー） 

発表希望者は、所定の申請用紙に必要事項を記入のうえ、以下の期間中に日本文化人類学会

事務局に送付し、応募登録（エントリー）を行って下さい。 

【日本文化人類学会事務局】 

◦〒108-0073 東京都港区三田 2-1-1-813 

◦メール： hoya@jasca.org 

◦TEL： 03-5232-0920 

◦FAX： 03-5232-0922 

 

[応募登録期間 ] 2018年 7月 1日～7月 30日 

◦郵送による応募の場合は、7月 30日の消印まで有効とします。メールによる応募の場合は、7月

30日深夜 24時まで受け付けます。 

◦応募者には受付確認のメールを、10日ほどで学会事務局よりお送りします。 

 

2.論文草稿提出 

発表希望者は、未投稿・未発表の論文草稿（20,000字～30,000字程度）を用意し、以下の期間中

に学会事務局に送付して下さい。 

 

【日本文化人類学会事務局】 

（上に同じ） 

 

【草稿提出期間】 2018年 9月 18日～10月 1日 

mailto:hoya@jasca.org


◦郵送による送付の場合は、10月 1日の消印まで有効とします。メールによる送付の場合は、10

月 1日深夜 24時まで受け付けます。 

 

◦論文草稿は、発表希望者が論文準備の段階にあることを確認し、発表者を選考するためのもの

です。したがって、直ちに投稿できるような完成度を備えている必要はありません。荒削りであって

も、体裁に大きな欠落（まだ書けていない章があるなど）がなければ、提出いただけます。 

 

◦早めに論文草稿を出していただいた方でも、上記受付期間中であれば随時改稿版を再提出して

いただくことができます。 

 

[その他] 

1. 発表者の選考は、セミナーを運営するセミナー実施運営委員会が、送られた論文草稿の査

読等をもとに行います。 

2. 発表者には、発表時のコメントや議論を踏まえて修正した論文草稿を、学会機関誌『文化人

類学』または Japanese Review of Cultural Anthropologyに投稿することを強く期待します。 

 

 [主催] 

東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所 基幹研究「アジア・アフリカにおけるハザードに

対する『在来知』の可能性の探究―人類学におけるミクロ‐マクロ系の連関２」 

 

[共催] 

日本文化人類学会 次世代育成セミナー 

 

[問合せ先] 

〒183-8534 東京都府中市朝日町 3-11-1 

東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所 基幹研究「アジア・アフリカにおけるハザードに

対する『在来知』の可能性の探究－人類学におけるミクロ－マクロ系の連関２」吉田ゆか子 

 e-mail: yoshidayu@aa.tufs.ac.jp 

 


